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【目的】アルギン酸（Alginic acid :Alg）は天然の藻類に含まれる多糖類であり、

食品添加物や健康食品あるいは医薬品の原料として使用されている。本研究では、

ラットにおける血中トリグリセリド（TG）や体脂肪重量に対するアルギン酸カル

シウム（Ca-Alg）の効果を検討した。 

【方法】SD 系雄性ラット（4週齢）に、通常飼料にラード 14%配合した飼料（Control

群）または Ca-Alg 含有飼料を 5 週間与え、経時的に体重、体脂肪、血中 TG 値お

よび血中コレステロール（Cho）値を測定した。体脂肪測定には体脂肪計を使用し

た。最終日には脂肪および主要臓器を摘出して病理所見を取得するとともに、脂

肪重量、その他の血中生理学的パラメータ、門脈血中胆汁酸濃度、糞便量、糞便

中 TG 濃度および糞便中胆汁酸濃度を測定した。 

【結果・考察】Control 群と比較して Ca-Alg 配合群でラットの体重および体脂肪

の有意な増加抑制が見られ、特に精巣上体脂肪および後腹膜脂肪では、Ca-Alg 群

で有意な脂肪増加抑制効果が観察された。また、Control 群と比較して Ca-Alg 群

で有意な血中 TG 上昇抑制効果、糞便量および TG の糞中排泄量の有意な増加が認

められた。病理所見から Control 群で観察された肝臓における小胞は Ca-Alg 配合

群では減少した。生理学的パラメータによる安全性評価に問題はなかった。これ

らの結果から、Ca-Alg には体重、血中 TG および体脂肪量の上昇抑制効果があり、

これは糞中への TG 排泄が促進されたためと考えられた。 

 


